
地質ニュｰス554号,44-63頁,2000年10月

�楳�瑳畎敷���������瑯�爬㈰〰

現代地球化学の父ゴｰルドシュミット

(その6)

ブライアン｡メｰスン*1著

河内洋佑*2訳

第8軍オスロ:､935-1942年

ゴｰルドシュミットが父とミス･ブレンデインゲンを

伴って1935年9月9日オスロに戻ったとき,財布は

事実上全くからっぽだった.彼は家具,図書,研究

用機器の一部の持ち出しを許されたが,現金は60

旧マルクまでしか許されなかった.銀行預金は封

鎖され,家やその他の不動産は没収されていた.

後になって,ケッチンゲンの後任F.K.ドレッジャ

ｰ･力一デン博士がドイツ銀行総裁のヒャルマｰ･

シャハト博士に強力な手紙を書いてくれたため,現

金の一部だけはノルウェｰに移すことが出来た;し

かし彼の家その他の財産は何の補償もなく没収さ

れた.幸いなことにかんらん石耐火物の仕事が利

益を上げ始めていた;1935年以来ピッツバｰグの

バルビゾンｰウォｰカｰ社はアメリカとカナダでの

権利に対して年2,000ドルを払ってくれるようにな

った.

彼の産業原料研究所での長年の助手クリストフ

ァｰ･ステンビクがゴｰルドシュミットと父に,とりあ

えず泊まるところを世話してくれた;ミス･フレディン

ゲンは彼女の兄弟の家に転がり込んだ.市街とフ

ィヨルドの景色のすばらしいホルメンコｰレンの大

きな家'〕の2階に全員が集まって仮住まいから脱出

できたのは1936年始めのことだった(写真1;第31

図版).

彼は友人や同僚からノルウェｰに戻ったことを歓

迎する手紙をもらったが,その中にはもとの学生で

ワシントンの力一ネギｰ研究所にいたトム･バｰトか

らのものもあった.1935年10月30日付けの手紙で

バｰ･はこう言っている:

*1スミソニアン自然史博物館:

“ザカリアセンから先生がオスロにお戻りにな

ったことを聞きました.そして先生がよろしくと

おっしゃっていることを知りました.大変ありが

とうございます.数日前にサエランド2〕からも手

紙があって,商業省では私の今もらっている十

分なサラリｰの上にさらに毎月300クロｰネ払っ

てくれることが最終的に決まったと知らせてき

ました.1年前に先生が私を商業省に推薦する

立派な手紙を書いてくださって,ノルウェｰに産

業原料を研究するためのコネクションを作るよ

う勧めてくださったことはもちろん承知しており

ます;今やこれも動き出そうとしていますが,こ

れはひとえに先生の推薦のおかげです.本当

に心から感謝しております.アメリカとはいろい

ろな条件で大違いでしょうが,家内や私の両親

は私にノルウェｰに帰るよう希望しております;

そして商業省からの手当てのおかげで私たちは

写真1(第31図版)ゴｰルドシュミット(およびバｰトの

家族)が1936年から1940年まで住んでいたホルメン

コｰレンの家.

キｰワｰド:ゴｰルドシュミット,地球化学
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経済的にはかなり楽にやれることでしょう.研

究費も多分取れることでしょう.その上,恐らく

助教授の職は一時的なもので,近い将来教授

への昇進もあるだろうと期待しております.

サエランドからの手紙では先生も産業原料の

研究に就かれるとのことですが,多分先生と協

力する機会もあるかと存じます.これは大変嬉

しいことです.先生とまた一緒に研究ができる

ことは私にとってすばらしい経験になることで

しょう."(原文はノルウェｰ語).

不幸なことに後で述べるようにこの友好的な協

力は実現しなかった.

ケッチンゲンにいる間ゴｰルドシュミットは産業原

料研究所の顧問をしていた.帰国したところで商業

省は彼を所長に戻し,地質博物館の元の部屋に納

まった一大学の学長はこのことを新聞で初めて知

って大変驚いた.偶然にも､鉱物学岩石'学の教授

と地質博物館館長としてW.C.ブレッガｰを1917

年に継いだヤコブ･シェｰデリッピ博士3〕が,長い病

の末,1935年10月17日に亡くなった.空きは公募

され,ゴｰルドシュミットが応募し,1936年3月正式

にゴｰルドシュミットが就任することになった.

この前年は,世界のあらゆる地域と同様,ノルウ

ェｰでも経済的不況で特徴づけられる.大学も例

外ではなく地質の学生数はほとんどゼロまで減っ

てしまった.地質博物館の維持もほとんどされてい

なかった.ゴｰルドシュミットはこういう問題に熱心

に取り組んだ.彼は政府から博物館と実験室整備

の予算を獲得した.ケッチンゲンから持ってきた機

器を実験室に据え付け,さらに別の機器も買い込

んだ.その一部は自費で買ったものである.特に

ケッチンゲンでの同僚だったマンコフ博士に新し

い分光器の製作を依頼し,1936年の11月と12月に

オスロに据え付けに来てくれるようアレンジした.

1936年とその翌年以降学生数は増加し,博物館で

の研究には新しい熱気が吹き込まれた.大学での

仕事のほか,ゴｰルドシュミットはかんらん石耐火物

の開発改良にも大きく時間を割いた.ヨｰロッパと

'アメリカで彼は特許を持っていて,そこからはかな

りの特許料が入った.

バｰトの家族は1936年2月にアメリカからオスロ

に戻ってきた.ゴｰルドシュミットは彼らがホルメン

コｰレンの家の一階に住めるよう手配した.しかし,

二人の間に摩擦が生じるのにはそう長くはかから

なかった.ゴｰルドシュミットとの最初の対立につい

てバｰトが書いた次のような記録が残っている:4〕

“1936年10月の終わりのある日,朝の7時50

分にゴｰルドシュミット教授が私の家のドア･ベ

ルを鳴らした.そしていきなり,彼に相談もせず

に道路用砂利に使用するいろいろなタイプの岩

石研究を目的とした研究費を申請したのは何故

がと聞いた.私は彼が道路の砂利の研究に興

味があるなどとは想像もしなかったこと,書類

提出までに時間がなかったので相談するひま

もなかったこと,この問題は私が15年以上も興

味を持っていたことであり,自分としては何の

問題もないと思っていたことを伝えた.

しかし,ゴｰルドシュミットは私の説明を受け

付けなかった.そして彼に隠れて何か企んでい

ると非難した.たとえば,これも彼に事前に相

談しなかったのだが,前の年の夏に彼の昔のフ

ィｰルドだったヨトゥンハイメンの地質調査をや

ったことは彼のフィｰルドを盗んだに等しく,そ

んなことを許すことはできないと言った.その

上さらに私が彼の敵,サエランドやホルチダｰ

ル5)と通じているとも言って非難した.ホルチダ

ｰルは彼がケッチンゲンに行っている間にフィ

ｰルドであるアルンスヨ地域を盗んだと言うの

であった.

彼は私にさらにトイエンの私の研究室でアル

ネ･ブッゲ博士6〕やC.ブッゲ博士7)と協力する

のを禁止した.もし彼らの誰でも来ているのが

分かったら守衛に命じて入らせないようにする

とも言った.

最後に彼は私に,彼かホルチダｰルやサエラ

ンドのどちらかを選べとまで言った.

こうしてしばらくの間ゴｰルドシュミットと私の

.問には公然たる敵対関係ができてしまった.こ

ρようなことにけりをつける求め,1,2週後に私

はトイエンの彼の部屋に行き,このようなことで

彼が立腹しているのは不幸なことだから終わら

せたい,しかし私が誰と付き合おうと彼がそれ

をコントロｰルすることはできないと話した.彼

はそんなことに興味はないと答えた.そこで私
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写真2(第33図版)愛犬“パイランドポブ"と散歩するゴ

ｰルドシュミットの父.1936年一1937年の冬.

写真3(第36図版)オスロのドッグショｰに出場したゴ

ｰルドシュミットと彼の愛犬.この写真はおそらく

1938年ごろのものと思われる.少なくともこの犬は

1938年にゴｰルドシュミットが飼っていた.

は彼がサエランドとホルチダｰルについて言っ

たことを取り消すかどうかたずねた.彼は取り

消す気はない,きっと私はすぐに彼らの本性に

ついて知ることになるだろうと言った.私はた

とえサエランドやホルチダｰルと付き合ってい

るとしても,ゴｰルドシュミットを尊敬しているこ

とに変わりないと言った.それにもかかわらず

彼はホルチダｰルやサエランドと彼のどちらか

を選ぶべきだと言い張った."(原文はノルウェ

ｰ語).

バｰトは博物館で彼に与えられた部屋の広さも

質も不満足と感じた.しかしゴｰルドシュミットはバ

ｰトの要求に十分過ぎるほど答えていると主張し

た.この頃大学はオスロの北の郊外にある,もと農

場だったブリンデルンに新しいキャンパスを開発中

だった.最初の建物は物理と化学で,1934年に完

成していた.この建物の一部が地質のコｰスに提

供されることになった.1937年バｰトは結晶学と岩

石学の教授になった.そして鉱物学教室はゴｰル

ドシュミットが1929年にドイツに行ってしまってから

落ち目になっていたのを,バｰトが主任になったこ

とで,新しいキャンパスで再び活性化しようとして

いた.

1936年のクリスマス,ゴｰルドシュミット家にはケ

ッチンゲンに残してきたダックスフントのバシに代

わってコッカｰ･スパニエルの｢ハイランド･ホブ｣が

新しい家族として加わった.ゴｰルドシュミットはハ

イランド･ホブを毎日の散歩友達として父にプレゼ

ントした.ハイランド･ボブは血統書つきの犬でオス

ロ･ケンネル･クラブのショｰで何度も賞を得たり,

種犬として珍重された(料金は75クロｰネ)(写真

2;第33図版,写真3;36図版).

1937年1月ゴｰルドシュミットは腎炎で2週間入院

した.回復は良好だったが腎臓の病気はその後繰

り返して起き,晩年は特に苦しんだ.3月彼はロン

ドン化学会の招きでロンドンに1週間滞在し,7回

目のヒュｰゴｰ･ミュｰラｰ講演を行った.演題は

｢鉱物岩石中の化学元素分布の原則｣だった.印刷

された論文8)はゴｰルドシュミットと共同研究者が

過去15年間行ってきた地球化学的研究の明快な要

約だった.彼の｢地球化学｣が1954年に出版され

るまで,この論文は英語で書かれた最高の解説だ

った.この頃彼はGeocわe〃jsc加yerfej1㎜gsge-

se腕derEle㎜㎝士eの9冊目に載せるDゴe〃㎝一

ge1〕ver乃∂1fη1sseder-Eleηコeηfθuηdder/1f01η一

ル亡㎝という論文の執筆をほぼ終わっていた.この

論文は5月に投稿され1938年3月に出版された.

ゴｰルドシュミットはこの論文を彼の第9交響菌

と呼んだ.その中で彼は化学元素の存在量につい

てのそれまでのデｰタ(多くはケッチンゲンの彼の

研究室からのものだったが,いくつかは他の研究に

よるものもあった)を詳しく検討した.彼は要約の

表三つを示している:火成岩中,明石中,および太

陽雰囲気中の化学元素の存在量である.明石と太

陽からのデｰタを一緒にして彼は宇宙での存在量

の表を与えている(第14図).その結論は次のよう

にまとめられるだろう:
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1.原子番号の低い元素(およそ30番まで)の

存在量は幾何級数的に減少する.その後

重い元素についてはほとんど一定の値を

示す.

2.偶数番号の元素は両側の奇数番号の元素

よりも多く存在する(オッドｰハｰキンズの

法則).この法則は希土類元素についてゴ

ｰルドシュミットとトｰマッセンによって

1924年にはっきり認められた.

3.僅か10の元素一H,He,C,N,O,Ne,Mg,

Si,S,およびFe一全て原子番号27以下で

ある一が著しく多量にある:このうち水素

とヘリウムが他の8元素より飛びぬけて多

い.

4.原子番号26番(Fe)には飛びぬけたピｰク

があるが,そのほかの重元素にもいくつか

のピｰクが認められる.

5.原子番号3,4､および5番の元素一Li,Be,

B一は著しく少ない;これはゴｰルドシュミ

ットによって1926年9〕に認められていたが,

その原因は恐らくその原子核が不安定で

あるためだろうと考えられた.この考えは

後に確認された.
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第14図

ゴｰルドシュミットは元素の存在度は原子核

の構造に関連していることを理解していた.原子核

はそれぞれ単位質量からなる正の電荷を持つプロ

トン(Z)と電荷を持たないニュｰトロン(N)からで

きている.元素は原子番号に等しい数のプロトン

の数で特徴づけられる.個々の元素は核に固定さ

れた数のプロトンを持つが,ニュｰトロンの数は変

化することができる.このように異なった数のニュ

ｰトロンを持つものを同位元素と呼ぶ.ゴｰルドシ

ュミットはあるニュｰトロンの数を持った元素は存

在量が異常に大きいことに気づいた;たとえばニュ

ｰトロンの数30(もっとも多量にあるMn,Fe,およ

びNiの同位元素),50(もっとも多量にあるBa,La,

Ce,Pr,およびNd),および108(もっとも多量にあ

るHfとTaの同位元素)である.'彼はこれらの元素

の核は異常に安定であるが,これは恐らく星や超新

星の中で原始的粒子から複雑な核が形成されたと

きの過程を反映しているに違いないことに気がつ

いた.

510152025コOコ540循505560657075日08雪

原子番号

元素の相対的存在量.Siを106原子とし,標準化した

ものを原子番号順に並べてある(ゴｰルドシュミット,

GeochemischeVe肘eilmgsgesetzederE1ementeD(,

117ぺ一ジ,1938年).

ゴｰルドシュミットの宇宙での存在量についての

表はこれ以後の原子構造や元素の起源についての

理論の基礎となった.'この表は物理学で二つのノ

ｰベル賞の基礎を提供した:(1)1963年ユｰジｰ

ン･ウィグナｰ(彼は異常に多量にある元素の核を

｢マジック･ナンバｰ｣と呼んだ),マリア･ゲッパｰ

ト･マイヤｰ,およびハンス･イェンセンは原子核の

殻構造について受賞したが,彼らはマジック･ナン

バｰを持った特定の核の殻は完全に占められてい

ることを示した.(2)1983年ウイリアム･ファウラｰは

宇宙での化学元素の形成と存在量を決定する理論

的実験的研究によって受賞した.ゴｰルドシュミッ

トは彼の言う“交響曲第9番"の中で超ウラン元素,

すなわち原子番号92以上の元素につ{て簡単に

触れている.彼は実際この問題について,1934年

2月8日ロシアで開かれたメンデレｰエフ生誕100年

記念の学会で招待講演をした際に,す1‡らしい先

見の明として示している;このときの講演内容は
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1937年まで印刷にならなかった10〕.この中で彼は

超ウラン元素の化学的性質を予見して,原子構造

の理論から見てこれらはランタン族に類似した性質

を示すであろうとした.そしてこれらにトライズ(原

子番号90番のトリウムに基づく)という名前を与え

た.現在これらはシリｰズ最初の元素である原子

番号89番のアクチニウムに基づいてアクテナイスと

呼ばれている.彼はこれら元素の主原子価は4で,

副原子価は3か5であると予言した.これらの元素

のイオンはランタン族縮小と同様原子番号が大きく

なるにつれてイオン半径が小さくなるだろう.そして

彼が以前に決定したトリウムとウランのイオン半径

(Th4+1.10A,U4+1.05A)から見て超ウラン元素

の四価イオンの半径は次のようになるだろうと推定

した.

原子番号939495969798

イオン半径1.03A1.01A0.99A0.98A0.96AO.94A

後になって実際に測定されたイオン半径は次の通

りである:

原子番号939495969798

イオン半径1.01A1.00AO.99AO.99A0.97A0.96A

1940年カリフォルニア大学バｰクレｰ分校でネプ

チュニウム(93)とプルトニウム(94)が同定されて

から,彼はこの問題に立ちかえり,1942年1月にノ

ルウェｰ語の短い論文を書き,これらの元素につい

ての彼の予言が的中したことを述べている11).

ゴｰルドシュミットは何でもかんでも読む人だっ

た.あるいは正確に言えば化学と地質学の論文を

走り読みする人だったと言うべきだろう.私は彼が

最新のC加㎜1c∂1肋s施｡士s誌を,時々ちょっと止

まっては注目すべき論文に印をつけたりノｰトを取

ったりしながら,指を走らせ通読しているのを見た

ことを覚えている.彼はこのようにして見た論文を

記憶しており,後で内容を思い出すことができると

いう驚くべき特技を持っていた.H.F.ハｰウッド

12)とアｰサｰ･ホｰムズ13)が書いたウガンダ地質調

査所1937年発行の300ぺ一ジものモノグラフne

yo1ca〃｡ルeaofBu血〃肘〃(メモアｰル第3号)

について彼が著者と交わした手紙はその面白い例

である:

“この論文の52ぺ一ジに載っているスペクト

ログラフィック･デｰタは残念ながらまるで間違

っていると指摘させていただくことをお許しくだ

さい.特に貴兄らのスペクトログラフ分析をし

た人がスカンジウムは存在しない,つまり,検出

限界の0.0001%以下であると言っていることは

間違っています.私自身のスカンジウムについ

ての地球化学的研究によれば,52ぺ一ジに載

っているような6個の岩石申にはスカンジウムは

かなり多量にあるはずであると確信を持って言

えます.スカンジウムの含有量は貴兄らの表に

ある最高値の少なくとも5倍あるに違いないこ

とは確かで,輝石岩にいたっては恐らく50から

ユ00倍は含まれているでしょう.私としては地球

化学の法則が貴兄らの本では無視されている

ことを残念に思う次第です.次のような提案を

することは理にかなっているのではないでしょ

うか?つまり私はこの件につき賭けをしたいと

思います:6個の岩石それぞれについて私はか

なりの量のスカンジウム,すなわち少なくとも

O.001%のSc203が含まれている方に2ギニｰを

賭けます.Sc203がそれほど含まれていなかっ

たら私が負けとして1個につき2ギニｰを支払

います.岩石中にSc.03が0,001%以上も含ま

れていたら1個につき貴兄か貴兄の共同研究者

が同じ額を支払うわけです.集まった額全額は

有意義な目的,科学教育振興会(もとのアカデ

ミック協力委員会)(ロンドンWC1,ゴｰドン街6

番地)に寄付するというのはいかがでしょうか."

(原文は英語).

ハｰウッドはこの手紙を共著者に回した.ホｰム

ズは1937年10月11日に次のように答えている:

“ハｰウッドからお手紙のコピｰが送られてき

ましたのを拝見しました.彼は問題への回答を

私にして欲しいということです.お手紙のような

挑戦は英国人は皆非常に金持ちであるというよ

くある誤解の美しい例証であります!お手紙で

は私たちが,おっしゃっていることを疑うであろ

うと決めてかかっておられるようにとれます.

ハｰウッドも同じ意見ですが,特にご指摘のよ

うにこの問題についての知識は1936年にやつ
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と発表されたばかりですし,私としてはおっし

ゃることを信じる次第であります.分析はヒッチ

ェン博士が私のために,1934年にしてくれたも

のです.したがって彼が当時,そのための特別

なテクニックを知らなかったのは止むを得ませ

ん.ヒッチェン博士は現在植民地のケニヤにい

るので,ご指摘の点について興味はあるとはい

えどうすることもできない事情にあります.この

問題について非常に興味をお持ちのご様子で

すので直接ご自身で分析されるというのはいか

がでしょうか.もしそれでよければ,ヒッチェン

の分析した岩石の小片を喜んでお送りしたいと

存じます."

ゴｰルドシュミットは1937年10月19日f寸けで次の

ように返事した:

“ちょっと誤解があるようですので､はじめに

そのことを正させていただいてよいでしょう

か?私はイギリス人が全員金持ちぢなどとは思

っておりません.ただ貴国の優れた科学者は論

文に発表する数字の正しさについて確信を持

っていると信じています.ヒッチェンさんの分析

方法については次の点を指摘させてください.

スカンジウムのスペクトログラフによる分析で一

番便利な方法については,1931年に

｣Vac血1･fcわteηderGesellscわaffderW1s-

senscha加n刎Goe肘加geη誌の257-279ぺ一

ジに私が論文を発表しております.この雑誌は

たとえばロンドンにある地質学会f寸属のすばら

しい図書館で見られるはずです...貴兄らの

メモアｰル中に発表されているデｰタはスカン

ジウムについて誤っているだけではなく,多分

同じ表に記載されているその他のスペクトログ

ラフによるデｰタについても疑いを抱かせるの

ではないでしょうか.もちろん,遠い国の地質記

載論文中の地球化学的デｰタが誤っていたとこ

ろでたいした問題ではないということもできるで

しょう.ただ私としてはスペクトログラフによる

分析という優れた方法を使いながら怪しげな

デｰタを載せることは方法そのものについて評

判を落とすという結果をもたらすのではないか

と恐れます.そこで私としては誤りを正す必要

があると考えるわけです.6個の岩石について

岩片をいただけるならば喜んで分析する用意が

あります."

ホｰムズはサンプルをゴｰルドシュミットに送った

が,分析の結果は次のようになった:14〕

“送っていただいた岩石はオスロの当研究室

でL.W.ストロックとA.クヴァルハイムが担当して

分析しました.スカンジウム含量はこの種の岩

石に通常の値で,輝岩でSc203として809/トン,

キンバレｰ岩で59/トンでした."

気を悪くする理由もないのに怒るというゴｰルド

シュミットの気性の例としてはハリｰ･バｰマンの事

件がある.バｰマンはハｰバｰド大学付属鉱物学

博物館の館長だったチャｰルズ･パラシェ教授

(1869-1954)の助手をしていた.彼は1932年9月

から1933年4月までケッチンゲンの客員研究員とし

てアルカリ金属の地球化学についでゴｰルドシュミ

ットや他の人と共同研究を行った.バｰマンが帰

国するにあたってゴｰルドシュミットはパラシェに次

のような手紙を送っている(パラシェは1924年の夏

にノルウェｰに来たことがあるので,ゴｰルドシュミ

ットとは顔見知りだった):“(バｰマン)は頭のいい

男で,特に鉱物や鉱物共生については非常に目の

利く男です".バｰマンについてのこのような積極

的評価は,バｰマンが“天然の珪酸塩の組成と分

類"という論文をλmerlc舳M1ηeralog1s亡誌の第

22巻､342-408ぺ一ジ(1937年)に発表したことで

突然変わってしまった.ゴｰルドシュミットはライナ

ス･ポｰリング教授に次のような手紙を送っている

(1937年7月6日):15〕

“しばらく前にA㎜erた∂n〃fηeralogfsf誌の5

月号で､ハｰバｰド大学のバｰマンという男が

珪酸塩の分類などという論文を書いているのを

読みました.アメリカ人の友人から聞いた話に

よると,これは近く出版を予定されセいるデｰ

ナの書いた鉱物学における古典的ハンドブック

の新版を出すに際して､珪酸塩の章の基礎とな

ることを目的に書かれたということです.そこで,

貴兄のご注意を引きたくてあえて一筆する次第
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です.

私としては珪酸塩鉱物の構造についてこれ

ほど無知で,不十分な理解のまま書かれた論文

を見たことがありません.そのためにいたると

ころで前後矛盾するような記述がなされており､

また珪酸塩についての先人の重要な貢献を無

視したものとなっています..

デｰナの教科書の責任ある編集者にこの事

実を指摘することは大切なことではないでしょ

うか.珪酸塩の構造と分類のような重要な主題

についてはもっと有能な研究者に執筆させる

べきでしよう.

もっとも驚くべさことの一つは､この論文で

は最初に構造に基づく珪酸塩の分類をそれま

で誰も試みたことがないなどと述べていること

です.著者はE.シｰボルトが1932年から1933

年にErgeb〃ssederex∂cfe刀!Va～rw1s-

s㎝sc加允㎝誌,第11巻,第12巻に発表した論

文のあることに気が付いていないようです.シ

ｰボルトの論文は傑作とは言えないにしてもバ

ｰマンの論文などより数倍も優れています.

私は1932-33年にケッチンゲンでバｰマンに

会ったことがありますが,豊富な科学的知識と

はっきりした判断を要求されるこのような仕事

をまかせることができるような人物であるとは思

えませんでした."(原文は英語).

ゴｰルドシュミットは直接パラシェに手紙を送らず

に,ポｰリングに書いたのだが,これは恐らくポｰリ

ングが当時珪酸塩の構造についてアメリカで最高

の権威だったからであろう.ポｰリングは次のよう

なコメントをつけてこの手紙をパラシェに回送した.

私はこれがゴｰルドシュミットを不愉快にさせた

点であろうと思う.彼は自分や同僚の仕事が評価

されないことについて非常に敏感だった.1920年

代に彼とポｰリングは結晶構造解析の面で研究の

最先端にいたので,何かあったときポｰリングに相

談するのは自然の成り行きだった.

パラシェは1937年8月25日ゴｰルドシュミットとポ

ｰリングの両方に返事を書いた.ゴｰルドシュミット

に宛てた手紙を引用する:15)

“先生は果たしてこの論文の主な目的を理解

されているのでしょうか.鉱物学者として,先生

は当然ながら鉱物分類を試みることの意義は

よくお分かりのことと存じます.ご自身の研究

が鉱物分類にめざましい貢献をされたことから

見ても,よりよい分類を行おうとするいかなる

試みに対してもご理解とご剛青をいただけるも

のと信じている次第です.ここに私のポｰリン

グ博士宛ての返事を同封いたしましたが,その

中で私はデｰナの教科書の新版について編集

者の見地の説明を試みた次第です.先生から

直接お手紙をいただいたわけではありません

ので,その説明がバｰマン博士の仕事について

のご批判にどの程度お答えしているかはわかり

ません.しかし,私としては彼が先生の言われ

るように`珪酸塩鉱物の構造について...無知

で,不十分な理解のまま'書いたとは信じられ

ません.彼の論文は入手できる最近の分析す

べてについて非常に注意深く検討した結果で

あり,結論については,先生もご存知のこの方

面の権威であるウォレン博士とも相談し,博士

の完全な同意を得たものであります."

“バｰマンの論文は私にとってはゴｰルドシュ

ミット教授が言うほどひどいものではないように

見えますが,いくつかの点で不十分なものであ

ることは確かと思われます...すなわち問題の

論文では珪酸塩構造の近代的な理解に至る進

歩の道筋を十分跡づけていません.たとえば同

論文の345ぺ一ジから始まる章“珪酸塩のX線

分析の結果"ではブラッグの1930年の論文だけ

が引用されており,その原理の発展に貢献した

研究者のことには何も触れられていません."

この最後の部分については,私としてC.S.ハ

ｰルバットの書いたハリｰ･バｰマンの追悼記事を

引用したい16〕.

“彼の博士論文の主題である天然に産出す

る珪酸塩の組成と分類は,1930年代早期に入

手できた僅かな構造デｰタに基づくものだっ

た.しかしその後研究された珪酸塩のかなりの

部分が,彼の分類した通りの場所に入ることが

判明し,彼の先見性とその分類が正しかったこ
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とを示すことになった."

1935年11月ケッチンゲンからアメリカに帰ったレ

スタｰ･ストロックは1937年5月妻と一歳の娘を伴

ってオスロに戻りゴｰルドシュミットのチｰムに加わ

った.彼は1938年12月まで滞在し,ケッチンゲンと

同様な光学スペクトロスコピｰ分析設備を立ち上

げ,助手たちを訓練した.助手たちの一人はアズラ

ク･クヴァルハイム17)で,1937年10月に産業原料研

究所の化学主任に任命された;クヴァルハイムはゴ

ｰルドシュミットの親友で共同研究者となり,ゴｰル

ドシュミットが1942年12月にスウェｰデンに逃れた

後研究所の所長代行となって留守を預かった.

ストロックは一生を通じてゴｰルドシュミットの忠

実な弟子だった.私は彼と会うたびにゴｰルドシュ

ミットの下で過ごした懐かしい時間の思い出に浸

ったものであった.1972年地球化学会はその最高

の賞としてゴｰルドシュミット･メダルを創設したが,

ストロックはその副賞となる賞金を寄付した.

ゴｰルドシュミットの父のハインリッヒは心臓発作

で1937年9月20日に急死した.それは80歳誕生日

の数週間前だった.ゴｰルドシュミットにとって父は

非常に身近な存在で,常に一緒に暮らしていたの

で,父の死は大きな打撃だった.ポｰル･ロスボウ

ドはこう記している:18〕

“私は彼の父の死後すぐゴｰルドシュミットの

ところに行き,しばらく一緒に過ごした.彼は急

に年を取り,病人のようだった.元気を失い,

疲れきっていた.しかし研究とユダヤ人救援事

業に関しては底なしのエネルギｰを注いでい

た.自分のことはかえりみないで他人を助ける

ことに努力し,年を取ったおばと姪一まだほん

の子供だった一をドイツからオスロに脱出させる

ことに成功した.姪はオスロからさらにアメリカ

に亡命した.彼は相変わらずおいしい食事を楽

しみ,たまには酒もたしなんだ.またそのオｰ

ルド･ファッションな礼儀を厳しく守っていた.

しかし彼のユｰモアは異様さを増し,悲観的に

なり､時には皮肉なものになった.私はあると

き､彼の両親の墓に花を供えるため一緒に火葬

場に行こうと誘ってみたときのことを覚えてい

る.彼は美しいノルウェｰ産のかんらん石でで

きた三つの骨壺(二つは両親用だったが,一つ

は自分用のもの)の前でしばらく立っていた末

にさりげなくこう言った;家族全員がマグネシ

ウム･オルソ珪酸塩の中というわけか."19)

年寄ったおばというのはグレタ･ケｰネ夫人とい

う名前でゴｰルドシュミットの母の兄弟の未亡人だ

6'一913
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写真4(第35図版)1938年12月オスロの地質博物館で

行われたレスタｰ･W･ストロック博士とその家族の

お別れパｰティｰ(本誌550号､その4,写真1で使用

の第15図版と同じ部屋で行われた).人物の同定

はJ.Aドンスによる.1.イヴァｰル･オフテダｰル

(鉱物学者.学芸員.後に教授);2.カｰレ･ミュン

スタｰ･ストロｰム(陸水学者.後に教授);3.アス

ク･イシゲブリッツェン(管理人の妻);4.T.ミｰレ

ン;5.ポルグニｰ･ベイ(製図技術者);6.K.ステ

ンビク(X線技術者);7.ウン･ホフセス(製図技術

者);8.リブ･イシゲブリッツェン(管理人の娘);9.

オレ･ラｰセン;10.アナトｰル･ハインツ;11.アイ

スランド(管理人);12.ヤｰル･アンダｰセン(技術

者);13.甘C.イシゲブリッツェン(魯理人);14.ビ

ッテ･ファルク(秘書);15.アズラク･クヴェルハイム

(ゴｰルドシュミットの次の産業原料研究所所長);

16.LW.(メアリｰ)ストロック夫人;17.ウイニフ

レッド･ストロック嬢;18.レスタｰ･W.ストロック;

19.アルブ･グランリ(技術学芸員);20.K､クリスト

ファｰセン(学芸員);21.ゴｰルドシュミット;22.レ

イフ･ストｰマｰ(古生物学者.後に教授).
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った.1938年彼女はベルリンに住んでいたのだが,

ゴｰルドシュミットの努力でノルウェｰの居住許可

を得ることができた.彼女は1939年1月にオスロに

到着し,1940年11月に亡くなるまでゴｰルドシュミ

ットと同居していた.姪というのは実際には姪の娘

のエリカ･エリザベス･サラ･シュルホフで1928年12

月30日ウィｰン生まれだった;彼女はゴｰルドシュ

ミットの父の姉の息子フリｰドリッヒ･アントン･シュ

ルホフ博士の娘だった.ゴｰルドシュミットの努力

の結果,彼女は1939年5月にウィｰンを離れてノル

ウェｰに渡り,そこからさらにスコットランドに移り,

アバディｰンの修道院で教育を受けた.ゴｰルドシ

ュミットは1943年一1944年のアバディｰン滞在中し

ばしば彼女を訪問し,ゴｰルドシュミットの死までよ

く手紙をやり取りした.第二次大戦後彼女はオハ

イオ州イ主ロｰスプリングにいたおばのマリｰ･ト

ロイエル夫人を頼ってアメリカに渡った.彼女の両

親は1941年の秋にポｰランドヘ追放されたが,お

そらくそこで亡くなった.

ゴｰルドシュミットはまた彼の母のいとこの未亡

人,ステフアニｰ･ヒルシ(1875年10月10日生)の

ベルリンからの救出にもあずかって力あった.彼女

は1940年1月にノルウェｰ到着,アメリカヘのビザ

を待った.彼女の息子のフェリックス･ヒルシ博士

がニュｰヨｰク州アナンデｰル･オン･ハドソンのバ

ｰド･カレッジで図書館長をしていたからである.し

かし戦争が始まったためアメリカヘ渡ることはでき

なくなり,オスロの北100マイルほどのところにある

田舎町リリハンメルで息子の送ってくれる金で生活

していた.しかしアメリカが戦争に参加したことで

送金は停止されてしまい,ゴｰルドシュミットが肩代

わりすることになった.1942年ノルウェｰでユダヤ

人排斥が始まるとゴｰルドシュミットは何か問題が

起こったら彼に相談するよう何度も手紙を書いて

いる.1942年11月28日ゴｰルドシュミットは彼女か

らのはがきを受け取った.それにはリリハンメルか

ら移送されることになったこと,それまでの親切に

感謝すること,そしてさようなら,と書かれてあった.

このはがきはおそらく1942年11月27日木曜日の朝

彼女の移送直前に投函されたものだった.その朝

彼女はオスロ行きの汽車に乗せられ,午後2時ご

ろオスロ者,他のユダヤ人といっしょに港に直行

し,3時発の“ドナウ号"という囚人輸送船に乗せ

られてポｰランドに向かった.その後彼女がどうな

ったかはわからない.

1938年1月27日ゴｰルドシュミットは50歳になり,

生涯最後の10年に入った.彼はケッチンゲンにい

る友達に典型的なコメントを記した手紙を送ってい

る.

“私の50歳の誕生日は想像していた以上の大騒

ぎになりました.偉い人々がたくさん家に来まし

た一学部長以下の大学代表団,地質調査所,

地質学会と鉱山技師協会の会長,商業省の高

官,それに博物館のスタッフと学生たちです.

新聞や学会誌にはすばらしい追悼記事が載り

ました.私は自分の葬式に参列した皇帝シャル

ルV世のような気分になりました."(原文はドイ

ツ語).

同じ手紙の中で彼は自分の仕事の進め方につい

て記している:

“私は朝の7時半に始め,しばしば翌日の午

前2時まで仕事を続けます.途中休むのは食事

のための数分だけです.これは週日も日曜日も

変わりません.仕事の内容は大学に関係するこ

と,工業上の応用に関係すること,および論文

の執筆です."

また訪問者のあることについて:

“明後日にはよそからお客が来ることになっ

ています.大学で大きな名誉博士号授与の式

典がある予定で,その名誉博士の一人が私の

家に泊まることになっています.彼はヘルシン

グフォルスから来る仲間で,若いころ私と一緒

に有名な仕事をしました."(これはペンティ･エ

スコラのことである).

1938年ゴｰルドシュミットは昔の弟子で,スタバ

ンゲルで缶詰工業研究所所長をしていたグルブラ

ンド･ルンゲをビｰデンスカフス･アカデミｰ(イギリ

スの王立協会に相当)の会員に推挙した.ルンゲ

の科学的業績の一部についてその独創性に疑いを

持つバｰトはこの推挙に反対した.ルンゲはこの野
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いを晴らすのに成功し,結局会員になった.しか

し,この事件はゴｰルドシュミットとバｰトの間の関

係をいっそう悪化させた.1939年夏には両者の関

係は完全に決裂してしまった.すなわちバｰトは9

月1日から数ヶ月をワシントンの地球物理実験所で

過ごすことに決め,ホルメンコｰレンの家の自分が

借りている半分をドイツの外交官,ウルリッヒ･ノア

ク博士に貸すことに決めた.ノアクは歴史家で,オ

スロのドイツ大使館の文化部に所属しており,ノル

ウェｰとノルウェｰの歴史について本を執筆中だっ

た.彼はドイツ･ナチ党,NSDAPの党員だった.ゴ

ｰルドシュミットはバｰトが,家の半分にドイツの公

務員を入れることについてかんかんになって怒っ

た.結局バｰトの不在中その分の家賃をゴｰルド

シュミットが負担するという条件でこの問題は解決

した.

1938年ゴｰルドシュミットは小さいがすばらしい

土地を手に入れた.それはランゲズンズフィヨルド

に浮かぶラヴェンという小島だった.ランゲズンズ

フィヨルドはオスロフィヨルドの西側にある大きな入

り江で,世界中の鉱物学者の間で霞石閃長岩ペグ

マタイトとその中に産する稀な鉱物の産出で知られ

ていた.鉱物のあるものはここにしか知られていな

いものだった.1890年にブレッガｰはこの地域に

ついて898ぺ一ジもあるモノグラフを書き,いくつか

の新種を含む73種の鉱物を記載している(この論

文にはZe北sc加雌血rKrfs亡a11ograρ〃eの第16巻全

部が当てられている).ゴｰルドシュミットは1910年

にブレッガｰとポｰル･フォン･グロｰト(当時世界

でもっとも有名な鉱物学者だった)のお供をして初

めてここを訪れたが,その後も学生や海外からの訪

問者を案内して何度も訪れていた.ラヴェン島は長

さ僅か60m,高さ10mで,植物被覆もないが,この

地域を有名にしている鉱物の多くを産出する.

1937年,この島を所有しているが開発はしていな

かったクリスチャニア･ミネコンパニという会社が,

大学に1,500クロｰネ(およそ500ドル)で買わない

かと持ちかけた.しかし大学としては買えなかった

のか買う気がなかった.ゴｰルドシュミットはこの島

を保存すると同時に先生のブレッガｰを記念する

目的で購入したのであった.1940年彼はこの島を

Naturfredningsforeningen(ノルウェｰの自然保

護協会)に寄付した.

彼の寄付証書にはこう書かれている:20〕

“この有名な鉱物産地を現状のまま未来にわ

たって保護したいという願いがこの島を寄付す

ることの目的である.したがって現状を乱すこ

とは許されない.ただしそれは科学的研究を目

的として私自身あるいは地質博物館の将来の

館長が鉱物を採取する権利を妨げるものでは

ない."

ラヴェン島で鉱物を採集する特権は,その後

1960年に行われた万国地質学会の見学旅行に参

加した鉱物学者のグルｰプ(私も含む)にも与えら

れた.このときのリｰダｰは博物館館長のヘンリッ

ク'ノイマン博士だった.

1935年ノルウェｰに帰った後で,ゴｰルドシュミ

ットはシカゴ大学の物理の教授になっていたザカリ

アセンからノルウェｰに職があったら是非帰りたい

という手紙をもらった.ゴｰルドシュミットは帰国を

すすめ,ノルウェｰだけでなくほかのスカンジナビ

アの国でも空きがないか熱心に探した.一時ベル

ゲン大学の物理の教授ポストが空きそうになった

が,結局うまく行かなかった.ザカリアセンが超ウ

ラン元素の結晶化学の解明でマンハッタン･プロジ

ェクトに重要な役割を果たしたことを考えると,もし

この時彼がノルウェｰに帰っていたらどうなったか

を想像してみることは興味深い.

ゴｰルドシュミットとザカリアセンの間では1936年

から1939年の間に多数の手紙の交換があった.

1939年2月5日付けでゴｰルドシュミットはこう言っ

ている:

“ドイツの状況がよくないので,今ベルリンか

らの70歳のおばを引き取って暮らしています.

私はヨｰロッパ中部から親戚や友人を救出する

ことに一生懸命で,時間の半分がそのための手

紙書きやら関連する仕事にとられています....

去年は4人の若い婦人との賭けに勝つため体

重を16kgも減らすことに成功しました.残念な

がら冬の間にその大半が戻ってしまいましたが,

また新しく減量を始めています.少し減量すれ

ば調子がいいからです."(原文はノルウェｰ

語).

2000年10月号�



一54一

ブライアン･メｰスン著河内

洋佑訳

1939年夏ザカリアセンｰ家とトｰマッセンｰ家が

ノルウェｰに来た.ゴｰルドシュミットは彼らの来訪

を心から喜んだ.特にザカリアセンの小さい息子の

フレデリクが好きだった.この運命の夏にはパｰデ

ュｰ大学からラｰク･ホロビッツ教授が,1940年の

春に客員教授として講義をして欲しいという招待

状を持って訪れてきた.この招待も結局政治情勢

のために実現に至らなかった.9月1日に戦争がは

じまるとザカリアセンもトｰマッセンも最初の船でア

メリカヘ戻っていった.

1939年11月30日,ソ連邦がフィンランド攻撃を開

始したとき,ゴｰルドシュミットは昔からの友人,ペ

ンティ･エスコラ教授にこういう手紙を送った:

“あなた方の国土と都市に対する恐るべき攻

撃のことを聞いて大いに心配しております.あ

なたとご家族の皆様のご様子はいかがでしょう

か.私の家ではあなたのことが毎日話題になっ

ていますが,こんな状況にもかかわらずご無事

であることを祈っております.もし私にお手伝い

できることがあればどうぞご遠慮なくお申し付

けください.特に奥様やお嬢様を海外に避難さ

せたいとお考えならば私は喜んでお引き受けい

たします.もしフィンランドの状況が悪化してご

自身がノルウェｰに避難されることをお望みな

ら,私の家をお使いください.また研究所でも

喜んでお引き受けしたいと存じます.実際何か

お役に立てることは私にとって名誉なことであ

り,かつ喜びです.何か送ってほしいものがあ

ったらどうぞお知らせください.

侵略者に対するフィンランド人の勇敢な抵抗

には感服しました.私のような老人の平和愛好

家としては,ここに記したような感想と希望を

述べるだけでさっぱりお役に立てなくて申し訳

ありません.

私の家政婦もあなたとご家族のことを大変心

配しております.ホテルのリムジンの運転手も

昨日なにか連絡があったかと聞いていました.

以上の二人からもぜひよろしく伝えてほしいと

いうことでした."(原文はノルウェｰ語).

ゴｰルドシュミットの尊敬している先生であり昔

からの友人で,かつノルウェｰ最高の科学者だった

ブレッガｰ教授は1940年2月17日89歳で亡くなっ

た.ありがたいことに彼は祖国がドイツに侵略され

るのを見ないで済んだ.その葬式は大学のアウラ

(集会場)で行われ,国王,皇太子,多数の科学

者,それにスカンジナビア諸国から多数の著名人

が出席した.3月8日のビｰデンスカブス･アカデミ

ｰでの追悼式で,ゴｰルドシュミットはブレッガｰの

.鉱物学と岩石学への貢献について詳しく述べた演

�

���

5'･1･1｡^

写真5(第38図版)1939年4月25日オスロの地質博物館

で,以前同僚だったW.H.ザカリアセン博士(シカゴ

大学)が来訪したのを機に撮影されたグルｰプ写真.

人物同定は主としてJ.人ドンスによる.1.アｰネベ

ルク夫人(秘書);2.レイフ･ストｰマｰ(古生物学

者,後に教授);3.力一レ･ミュンスタｰストロｰム;

4.Kクリストファｰセン(学芸員);5.W.H.ザカリ

アセン;6.ウン･ホフセス(製図技術者);7.ザカリア

セン夫人;8.アナトｰル･ハインツ(古生物学者.後

に古生物博物館館長.教授);9.yM.ゴｰルドシュ

ミット;10.二一ナ･ハインツ(秘書.アナトｰル･ハイ

ンツの姉);11.Kステンビク(X線技術者);12.オ

ラフ･ホルチダｰル(地質学者.後に教授;Geology

ofNorwayの著者);ユ3.イヴァｰル･オフテダｰル

(鉱物学者.学芸員.後に教授);14.アズラク･クヴ

ァルハイム(ゴｰルドシュミットの次の産業原料研究

所所長);15.ハルヴオｰル･ロｰゼンタｰル(学芸

員);16.アルブ･グランリ(技術学芸員);17.ビッ

テ･ファルク(秘書);18.T｡ミｰレン.

地質ニュｰス554号�



現代地球化学の父:ゴｰルドシュミット(その6)

一55一

説を行った.21)

コペンハｰゲンから訪ねて来た長年の友人ジョ

ｰジ･ド･ハブシｰは,2月の終わりから3月のはじ

めにかけてゴｰルドシュミットの家に滞在した.そ

の間に彼はビｰデンスカブス･アカデミｰで1So-

foρemesA〃㎝delse1別｡1ogf㎝(生物研究にお

ける同位体の利用)という招待講演を行った.彼は

1943年この研究でノｰベル化学賞を受賞してい

る.

トム･バｰトは1940年4月1日地球物理実験所か

らドイツ侵略前の最後の船でオスロに戻ってきた.

4月8日月曜日,イギリスは,ナルビクからドイツ船が

鉄鉱石をドイツに運搬するのを阻止するために,ノ

ルウェｰ領海内に機雷を敷設したと発表した.ノル

ウェｰでは臨時議会が急違召集された.興奮の中

で,その日の午後ノルウェｰの南岸沖で船が潜水艦

に撃沈され軍馬やドイツの制服兵士の死体が海岸

に打ち上げられているというラジオ放送に注意を

払う人は少なかった.その日の夕方私は映画に行

き,終列単でブリンデルンの寮に帰る前に友人と

遅い夕食をとった.真夜中過ぎに駅から歩いてい

る途中突然空襲警報のサイレンが響きわたった.

私はサイレンのテストなどはよくあったことなので,

全く気にもとめなかった.明け方寮の友達がベッド

で寝ている私を起こして窓のところに引っ張って行

った.窓外ではドイツ空軍の飛行機が市の上空を

わがもの顔に飛びまわっていた.

ハアコン国王とノルウェｰ政府は4月9日朝オス

ロを離れた.その日の夕方,ヴィトクム･タイスリング

が政権を掌握し,NasjonalSam1ing(NS)党が政

権党であると宣言した.これに対して猛烈な反対

が巻き起こったので,ドイツ占領軍は彼を数日で辞

めさせざるを得なかった.しかしドイツのノルウェｰ

駐在代表であったヨセフ･ナルボｰベンの努力で,

NSはドイツ民政部の協力のもと次第に勢力を増大

させた.反対派も次第に勢力を増し,1941年5月

15日大学教師を含む43の団体がナルボｰベンに書

簡を送り,NSと占領軍の非合法な行動に抗議し

た.ナルボｰベンは6月18日に彼の本部に43団体

の代表を集めその行動を非難,数人をその場で逮

捕,さらにいくつかの団体の解散を命じた.1941年

9月11日選挙で選ばれていた大学の学長セイフ博

士22〕は免職になり,投獄された.代わってNS党員

のアドルフ･ホエル博士23)が学長になった.

事態のこのような発展は直ぐにはゴｰルドシュミ

ットに影響しなかった.彼は大学と国家に対して

全力で義務を果たすことが大切と考えていた.彼

は産業原料研究所での仕事にますます力を注いだ

が,特に燐酸肥料の原料として重要なフェン地域の

低晶質燐酸鉱石の利用に精を出した.またGeo-

c血e㎜1scわeWer亡e〃ungsgese勿ederEle〃eηfeの

第X部として晩erd1eV砒e〃αηge加なeEle㎜e〃e

加〃e亡eor北㎝(アズラク･クヴァルハイムと共著)を

執筆した;この論文は1940年5月24日にビｰデンス

カフス･アカデミｰに提出されたが,結局印刷され

なかった.彼は続いて第XI部の執筆に取り掛かっ

た.アッサｰル･パディング宛の手紙(1941年9月25

日)の中で,ゴｰルドシュミットはこう言っている:

“私は地球化学シリｰズの第XI部用のデｰタを揃

えました.第X部もXI部も来年には印刷されること

を期待しています."

しかしこれはいずれも実現しなかった.

1940年6月,ホルメンコｰレンの家がドイツに徴発

されたため,彼はおばとミス･ブレンデインゲンを伴

って,スメスダｰド郊外ホルメンダｰメン･ジュトラッ

セ25番地のアパｰトに転居した.1940年11月,お

ばはガンのため亡くなった.

1941年一1942年という,危機的な時期をゴｰルド

写真6(第32図版)1936年6月南部ノルウェｰの地質

見学旅行中のゴｰルドシュミットとアザｰル･パ

ディング(ルンド大学教授).
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シュミットがいかに過ごしたかについて,ニルス･H.

ホウゲ博士はこう記している24).

“1940年ゴｰルドシュミット教授はホルメンコ

ｰレンに住んでいた.1940年後半,彼はホルメ

ンコｰレンの丘の下に新築された会家族用の家

の一階に引っ越した.1941年1月私は二階に住

んでいた建築師からこの家を買った.そのとき

の条件は庭にすぐ出られるよう一階に住むとい

うことだった.当時私は医学部の学生だった.

ゴｰルドシュミット教授は,当然ながら自分が住

んでいたところを明渡すのを快く思わなかっ

た.しかし明渡しに同意し,家政婦のミス･マリ

ｰ･ブレンデインゲンともう一人のお手伝いさん

とともに二階へ移った.教授は仕事の内容ごと

に分けて書斎を三つ作った.幸いなことにその

後私たちの関係は次第に好転した.遠からぬと

ころにドイツの対空陣地があったが,そこで砲

撃が始まると私たちは皆一緒に地下室に逃げ

込んだ.そういうこともお互いの理解を深める

のに役立ったと思う.

私と妻との問には当時1938年生まれの息子

と1941年生まれの娘がいた.ゴｰルドシュミッ

ト教授は非常に子供好きだった.息子は3歳だ

ったが,自由に二階に遊びに行くことを許され

ていた.ゴｰルドシュミット教授は仕事そっちの

けで息子と遊んでくれた.椅子を一列に並べて

息子をそこに乗せ,家政婦,お手伝いさん,そ

れに教授自身かごρ`汽車'の車掌になった.

私たちはまた`空襲'遊びもやった.教授がふく

らませた紙袋を叩きながら琴の中を歩き回る

間,全員が机の下に隠れていなければならなか

った.

私はある日庭で教授と子供たちが一緒に遊

んでいるのを見ていた時の会話を覚えている.

彼は'ホウゲ博士,あなたは運のいい人ですね.'

と言い出した.私は彼自身学者として有名であ

ることを喜んでいいのではないかと答えた.そ

れに対して教授は`後悔することが一つありま

す.学生時代に同級生と一杯飲みに行かなか

ったことは残念だったと思うことがあるので

す.'と答えた.私はどんなことにも完全という

ことはないものだと思った.

1942年2月ユダヤ人は全員ドイツ当局に登録

することになって,リレハンメルに住んでいた小

柄な老婦人だったゴｰルドシュミットのおばさん

が,1,500人のユダヤ人と一緒にノルウェｰから

ドイツに移送された.彼女のその後の消息は全

くわからなかった.ゴｰルドシュミットは当局が

科学者としての彼を必要としているので逮捕さ

れることはないだろうと思っていた.彼の語っ

たところによれば,一度ゲシュタポに出頭を命

じられたが,ゲッベルスともう一人のナチのリｰ

ダｰが署名した文書を提示したところ釈放さ

れ,1935年にケッチンゲンの大学を円満に辞

職することを許されたという.それにもかかわら

ず,彼は1942年10月逮捕された.ミス･ブレン

デインゲンは直ぐに弁護士のダグフィン･ダｰル

(その後亡くなった)に連絡した.弁護士は大学

中の釈放を求める声を集め,ゴｰルドシュミット

の釈放をかちとった.だが同年11月彼は再び

逮捕され,囚人輸送船'ドナウ号'に乗せられる

べく船着場のユダヤ人の2列目に立っていた.

1列目が乗船を終わって列が動き出そうとした

とき彼は名前を呼ばれ釈放された.彼は自分

の運が尽きたことを自覚した.数日後に彼は私

を訪ねてきてドイツなまりだが正確なノルウェｰ

語でこう言った(彼のドイツなまりは一生消えな

かった):`ホウゲ博士,私はひどい咳で困って

います.何か咳に効く薬をいただけないでしょ

うか'.私は何か錠剤をあげましょうと答えた.

彼はさらに`私の咳はひどいので､たくさんいた

だければありがたいのです'と続けた.私はた

くさんあげましょうと言った.予想されたように

彼は数日後に消え失せた.1947年にイギリスか

らノルウェｰに戻ったとき,彼はどうやって逃げ

たかを話してくれた.干草を積んだ荷馬車に隠

れてスウェｰデンを目指したのだそうだった.一

緒に逃げたグルｰブには子供もいるだろうから､

咳をしてばれないように薬が必要だったのだっ

た.グルｰプはおよそ20人で,大人も子供もい

たので彼の準備は役に立ったわけである.

1947年にイギリスから戻ったとき,彼の容態は

はっきり悪化していた一それは心臓の状態で,

結局それが原因となって自宅で亡くなることに

なった."(原文は英語).
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1942年1月ノルウェｰの政治状況ははっきり悪化

した.ドイツ代表ナルボｰベンに後押しされてタイ

スリングを首班1とするNS政府が権力を握り,グル

ブランド･ルンゲが宣伝大臣になった.ユダヤ人は

全員祖父母以来の詳細な記録の提出を義務f寸けら

れた.身分証明書には大きく“J"のマｰクのスタン

プが押された.ゴｰルドシュミットはこの件につい

て1942年3月5日付けで次のようなメモを残してい

る.

“1月20日付けの布告に沿って,2月12日に身

分証明書を大学事務に送ったが,次のような文

書をつけてやった.4人の祖父母の宗教が何だ

ったのか私のところには何の記録も残っていな

い.しかし少なくともそのうち2人は,年をとっ

てから,いかなるユダヤ人の宗教にも関係して

いなかったと信じられる証拠がある.私は現在

ユダヤ人の宗教団体のメンバｰではない.しか

し1933年2月から1935年8月まで,私はケッチ

ンゲンでユダヤ人のコミュニティに参加してい

た.私の父も同時に参加した.私の一母はいかな

るユダヤ人の宗教団体に入っていたこともな

い."(原文はノルウェｰ語).

ハンス･ジュｰス25)は当時ハンブルク大学にいた

が､1942年の春にゴｰルドシュミットを訪ねたときの

ことを次のように記している:26〕

“1942年に私はドイツ軍によって初めてノル

ウェｰに派遣され,重水の製造計画のコンサル

タントとして働くことになった.私はゴｰルドシ

ュミット教授に是非会いたかった.というのは

ウィｰンにいた私の父とゴｰルドシュミット教授

は長年にわたり連絡があったからである.私が

訪ねたとき教授は鉱物博物館の大きな建物の

前でランベルグ博士とジャガイモを植えている

ところだった.私から見ると彼は将来について

驚くほど楽観的だった.彼は`ナチの化け物'ど

もは日ならずして消滅し,新しいドイツ政府が連

合国と平和交渉に入るだろうと考えていた.私

は,いずれにせよ,教授がスウェｰデンに行っ

た方がよいと話し,できたらイギリスに逃げるべ

きだと勧めた."

彼が実はそれほど楽観していたのではないこと

は,ポｰル･ロスボウドの次の話から察せられる27〕.

ノルウェｰが占領されていた期間中ゴｰルドシュミ

ットは非常時に備えて毒の入ったカプセルを常時

ポケットに携帯していたというのである.ある時大

学の同僚がカプセルを分けてくれないかと頼んだ.

彼の答えは“この毒薬は化学の教授専用なのです.

あなたは応用力学の教授なのですからロｰプを持

ち歩くべきでしょう."これこそ彼の気味の悪いユｰ

モアの典型であろう.

1942年3月タイスリングはノルウェｰにいるユダヤ

人は全員不法滞在者であると宣言した.これは次

にくる国外追放の前触れだった.それに対する保

護策になるかもしれないとして,ゴｰルドシュミット

はかかりつけの医者,R･ハドレホル博士から次の

ような証明書をもらった.

“教授ゴｰルドシュミット博士は1939年以来

私の患者であります.彼は高血圧と結石による

慢性の腎臓病の治療を受けています.また彼

は心臓病も患っております.食事には厳しい制

限を守り､激しい運動は避けなければなりませ

ん.病状悪化によって過去に2度入院が必要で

した.すなわち慢性腎炎(nephritischronica)

および心臓欠陥(vitiumorganicumcordis)で

1937年には1月14日から27日まで.1942年には

3月6日から4月11日まで入院しました."(原文

はノルウェｰ言吾).

このような証明が役に立つというのは幻想に過

ぎなかった.10月25日二人の警官が彼を逮捕し,

財産を没収するために訪れた.暖かい衣類若干を

持っただけで,彼はオスロのブレドヴェト刑務所に

送られた.翌日彼はオスロの南50マイルにあるトｰ

ンズベルクに近いベルク強制収容所に移された.

彼を助けることができたかもしれないグルブラン

ド･ルンゲは偶然にも10月25日事故で亡くなった.

ルンゲは妻と一緒に公用車のベンツで旅行中,ア

レスンドでフェリｰに乗り込もうとしていたとき船が

前に動き,車は乗員を乗せたままフィヨルドの底に

沈んでしまったのである.

ゴｰルドシュミットは病気だった.収容所の医者

イェルベル博士は彼をトｰンズベルクの地方病院に
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送るよう手配した.そこで彼はユダヤ人の囚人二人

に会った.一人はユダヤ正教会信者で靴下行商人

のモｰセス･カッツ,もう一人は社会主義者で無神

論者,傘の柄の製造業者レッサｰ･ロｰゼンブルム

だった.ゴｰルドシュミットは彼らに,もし生き残れ

たら復讐するために圧制者の名前を記憶しておく

べきだと示唆した.敬愛なモｰセス･カッツの答え

はゴｰルドシュミットを驚かせた:“復讐は私たちの

することではありません.そういうことは神様にお

まかせするべきです."そこでゴｰルドシュミットは

こういう状況におかれた場合どういう祈りをささげ

,るべきかを尋ねた.カッツは即座にこう答えた=

“敵の心が救われるよう祈るべきでしょう."納得で

きなかったゴｰルドシュミットは無神論者のロｰゼ

ンブルムにどう思うかと尋ねた.彼の答えも同じよ

うに予期しないものだった:“私たちは復讐の繰り

返しの連鎖を断ち切らねばなりません.そうしなけ

れば悪はいつまでも続くことになるでしょう."27〕こ

の経験はゴｰルドシュミットに深い影響を与えた.

死の直前ゴｰルドシュミットはロスボウドにこう書い

ている:

“モｰセス･カッツの原則的な立場の正しさを

否定することはできません....そして私は科学

と良識に対して,健康の許す限り全力を尽くす

ことが義務であると深く信じております.それ

は少なくとも若い人々に模範を示すことになる

でしょう.私はしばしば,このような原則的立場

を守ることが,私の科学や産業に対する貢献や

講義などより重要であると思うことがあります.

今のような時代に道徳について新たな規範を

示すことは緊急に必要とされることでありま

す."(原文は英語).

モｰセス･カッツとレッサｰ･ロｰゼンブルムはポ

ｰランドに送られ,アウシュビッツの強制収容所で

亡くなった.

ゴｰルドシュミットは自分が釈放された事情につ

いてこう述べている:

“トｰンズベルクの病院に囚人でいた間に,

家政婦のミス･ブレンデインゲンと秘書のミス･エ

ルゼ･ボｰグｰオムダルが奪ねてきた.そして大

学が釈放運動を始めたと知らせてくれた.ミ

ズｰブレンデインゲンによれば重要な釈放の条件

は出国しないと約束することにあった.私は約

束しないわけには行かないだろうと答えた.し

かし,この約束は結局口頭にせよ文書にせよ迫

られずに済んだ.後で知ったところによれば釈

放は農業省の圧力によるもので,私の約束とは

関係なかったようである.ノルウェｰの産業原

料についての私の仕事,特に燐酸肥料研究の

重要性が認められた結果11月5日に釈放が決定

された.11月7日に釈放された私は翌日オスロ

に戻った.11月9日に大学と産業原料研究所に

戻った私はすぐ仕事を再開した."(原文はノル

ウェｰ語).

釈放祝いには博物館に少数の同僚が集まってコ

ニ†ックで乾杯した.酒の容器は実験室のビｰカｰ

だった.コニャックは特別なもので,ラベルによれ

ば1910年一1912年のロアルト･アムンゼンの南極探

検に準備された晶だった1

しかし執行猶予は短期だった.ゴｰルドシュミッ

トの手記は続く:

“11月26日思いがけず警官がアパｰトに来て

私を逮捕しようとした.そのときすでに出勤して

いたので,彼は博物館まで来て私を逮捕した.

私がベルクの強制収容所を釈放されたのは国

にとって非常に重要な研究をするためであると

いう11月7日付けの文書を見せたのだが,それ

はこの警官には全く通用しなかった.彼に付き

添われてタクシｰでアパｰトに戻り当座の衣類,

毛布,4日分の食料,写真などの家族的記念晶

をスｰツケｰスに詰めた.警官は最初無礼だっ

たが,次第に丁寧になった.荷物をまとめてい

る間に弁護士のヘルゲ･スキエルブからの電話

があったことを記しておくべきだと思う.彼は,

私の財産の管理人に指定されたと言った.私

は話をすることを警察に禁じられているので,

電話で話すことはできないと答えた.

私はヘンリック･イブセンズ通りのゲｰト7に

あった本署に連行された.そこには私の名前が

登録されていた.私は商業省に電話して仕事

を中断せざるを得ないことを伝えることができ
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た.他の囚人と一緒に私はタクシｰでブレドヴ

ェト刑務所に行った.そこで登録を済ませ,荷

物を点検され,一室にベッド14台が置かれた新

築の建物に入った.夕食はパン,バタｰ､およ

びお茶だったが,翌日の朝食も同じような内容

だった.朝9時ごろ私たちは一人一人ノルウェ

ｰ人女性と結婚しているかを聞かれた.私はノ

ｰと答え独身だと言った.全員はそれから灰色

の小さなバス.2台に分乗させられノルウェｰ･ア

メリカ航路の桟橋に向かった.桟橋にはブレｰ

メン籍の9,000トンの船'ドナウ号'が待ってい

た.

私たちは3列に並ばされた.私は2列目だっ

た.10時50分に私を逮捕に来た警官がビクタ

ｰ･モｰリス･ゴｰルドシュミットと呼んだ.返事

をすると,帰ってもよろしいと言った.彼はそう

言えることを喜んでいるようだった.私は刑務

所で登録したときお金も食料配給証も取り上げ

られているので､お金がなくて家に帰れないと

言った.彼は警察の金でタクシｰを呼んでくれ

た.桟橋を離れるときドイツ兵が通行許可証を

見せろといった.私はそれを持っていなかった

が,`J'とスタンプされている身分証明証を見せ

たら行ってよいといった.家に帰ってからまた

私は博物館の仕事を続けた.

11月30日,日曜日に弁護士のスキエルブがや

ってきた.私の財産は没収されているので,管

理などは意味がない,しかし戻してもらうように

交渉すると言った.そして私の公務員としての

経歴が必要だと言った.私は経歴を12月1日に

送ってやった."(原文はノルウェｰ語).

ゴｰルドシュミットは釈放されたのは大学の努力

の結果であると信じていたが,多分それは一部の

真実であるに過ぎない.アズラク･クヴァルハイムは

11月27日朝ゴｰルドシュミット国外追放のニュｰス

が博物館に伝えられたとき､精密加工技術者のオ

レ･二一ルセンが,“さあ,今度こそ私の出番だ"と

言っていたのを覚えている.二一ルセンは当時クイ

ンスリングの下で警察庁長官だったノルウェｰ陸軍

のマルティシセン大佐の同期だった.二一ルセンは

警察本部に行きマルティシセンに面会した.マルテ

ィシセンは大学当局が何と言おうとゴｰルドシュミッ

トを釈放することはできないと言った.しかし二一

ルセンがゴｰルドシュミットの肥料についての研究

がノルウェｰの食料生産にとっていかに重要である

か力説したところ,興味を示すようになり､誰か代

わりの人でも研究を続けることができるかと尋ね

た.二一ルセンが代わりはいないと言ったところマ

ルティシセンは農業省に電話を入れ,二一ルセンの

言っていることが事実であることを確かめた.そし

てゴｰルドシュミットの釈放を命じだというのであ

る.

2度目の釈放後,ゴｰルドシュミットはこう言って

いる:

“私は仕事を続け,また機器類を返してもらう

よう努力した.機器類を没収されたことで,産

業原料研究所の仕事は続けられなくなり,また

学生を指導することはほとんど不可能になって

いた.12月13日私のアパｰトの電気メｰタｰ読

み取りがあったが,その理由は`破産した'から

というのであった.私はアパｰトの没収も近い

と予想した."(原文はノルウェｰ語).

ハンス･ジュｰスは1942年12月中旬ゴｰルドシュ

ミットを訪問したが,そのときの様子をこう記してい

る:洲

“ハンス･イェンセンと私が着いたときテｰブ

ルの上にはあらゆる種類のご馳走が並んでい

た.ゴｰルドシュミットは`好きなように食べてく

ださい.どうせこれは全部ゲシュタポに没収さ

れたものなので,どうぞ腹いっぱい食べてくれ

たまえ.'と言った.立派な女性がホステス役を

していた.私は極度の心苦しさに捕らえられた.

こんなことは初めてで､それ以来感じたことも

ない不吉な恐怖だった.私はおよそ1年前に大

量殺人や集団虐殺について聞いたことがあっ

た.イェンセンと私はゴｰルドシュミットに是非

ノルウェｰから中立国スエｰデンに逃げるべき

だと勧めた.しかし彼は大学の教授と科学者と

して,ポストを離れることに同意しなかった.お

別れを言うときになってホステス役の夫人が私

たちに尋ねた.`皆さんはベルリンヘいらっしゃ

ることがありますか.もし行くことがあったらフ
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ルトウエングラｰ夫人(シンフォニｰ指揮者のウ

ィルヘルム･ブルトウエングラｰの夫人)を訪ね

てこちらの様子を伝えてくださいな'.ゴｰルド

シュミットはこう付け加えた.`もし私が酸っぱい

リンゴをかじらなければならなくなったら[ノル

ウェｰを離れるという意味1,私の友人全部によ

ろしく伝えてください'(Wennichnundochin

��慵�����楳�������∀

12月18日ゴｰルドシュミットはノルウェｰのレジス

タンス運動に救助されてスエｰデンヘ脱出した.レ

ジスタンス運動はノルウェｰにいたユダヤ人の救出

について非常に活動的で,1,100人あまりを救出す

ることに成功した;一方ポｰランドに送られた760

人の中で,戦争が終わってから生きてノルウェｰに

戻ることができたのは24人だけだった.

ゴｰルドシュミットはオスロ脱出直前の様子をこ

う記している:

“12月18日私は研究用機器を返還してもらう

よう最後の努力を試みた.私は理学部長のソル

ベルグ教授を通じて学長代理のホエルとの会

見をアレンジしてもらい,機器を返してくれなけ

れば大学で研究を続けることはできないことを

説明した.学長代理は私があぶなっかしい状況

に置かれていることを説明した後で,タイスリン

グ首相と12月21日に会うことになっているの

で,この問題を持ち出そうと言った.私は非常

に怒って,現在の政府のやっていることはギャ

ングがやっていることに等しいという印象を持

っている.何度も逮捕したり,死刑宣告に匹敵

する国外追放でおどかしたりして,私がおおや

けの義務も果たすことができないようにしてい

るではないか.仕事を続けることが私の義務で

あり,国外脱出を計ることは自分自身の尊厳を

守る意味からもできないと信じてきた.しかし

今やノルウェｰ国内で仕事を続けることは不可

能なのであるから,自分の状況を再検討すると

きが来たと思われると言ってやった.話し合い

は午後の3時ごろから4時まで学長代理の部屋

で続いた.覚えている限り,出席していたのは

ホエルのほかソルベルグと秘書だった.家に帰

って友人に連絡し,近くスウェｰデンに行く可

能性があるかを尋ねた.彼はその晩なら脱出で

きると言った.私は即座に脱出を決意した.そ

れ以前に,脱出することになるかも知れないと

思っていたので,すでに書いてあったクリスマ

ス･カｰドを博物館のグランリに渡し､適当なと

きに投函してくれるよう依頼した."(原文はノル

ウェｰ語).

オレ･二一ルセン宛の手紙(1945年10月30日)で

ゴｰルドシュミットはノルウェｰ脱出の模様を貢己して

いる.

“私はアメリカ航路桟橋に連行されて,奴隷

船ドナウに乗るため列になって待っているとい

う夢をときどき見ます.また12月のある夜,月に

照らされた白樺の林の申をスエｰデンの国境に

向かって歩き,小さな兵舎で40人近い逃亡者

とともに暖かく迎え入れられたときの夢も見ま

す(その中には離れ離れになった父のところに

行くため一人で来ていた3歳の男の子も一人い

ました).翌朝私たちは自パン,バタｰ,ココア

の朝食をふるまわれ,サウナを楽しみました.

私はノルウェｰからの逃亡を助けてくれた人々,

国境へと案内してくれた人々,足のない人を担

架で運んでくれた人々,年寄りの婦人や幼い子.

供を助けてくれた人々に心から感謝していま

す."(原文はノルウェｰ語).

1943年1月5日学長代理のホエルはゴｰルドシュ

ミットのスウェｰデンヘの逃亡をソルベルグ教授か

ら知らされた.ソルベルグはその事実をミス･ブレ

ンデインゲンからの電話で知ったのであった.すな

わち12月18日ゴｰルドシュミットは荷物をまとめ家

を出ていったのだが,彼女はそれ以来何も聞いて

いないというのであった.ホエルは知らせないわ

けにはいかないということで警察庁長官のマルティ

シセンに通報した.マルティシセンはあきれ返って

こう叫んだと伝えられている“そうか.おまえたち

のような青い目のばか者(子供じみた純真さについ

てのノルウェｰの俗語的表現)を信じていたなんて

何て間抜けだったんだろう".ホエルは警察とドイ

ツの公安警察(Sicherheitsdienst)によって尋問さ

れたが,それ以上のお筈めはなかったという.
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1943年大学内は危機的状況に達した.1943-

1944年度の学期開始は10月1日まで延期され,学

生は取り入れを手伝うことになった.9月にはクイ

ンスリングに指名された教育省責任者が新しい入

学規則を公布した.それによれば学生の25%は学

業成績に関係なしに入れることになっていた一これ

は明らかに学生団体をナチ化するためだった.大

学は強力に反対し政府当局と交渉を始めた.交渉

はタイスリングによって10月14日中断され,その翌

日教授10人と50人から60人の学生が逮捕された.

事態はさらに悪化した.11月28日大学は放火され

ようとした.損害は軽微で,恐らくNSの挑発だった

ろうと思われる一これは国会議事堂(Reichstag)放

火事件(訳注:ドイツ国会議事堂が1933年2月27日

に放火された事件.これを契機としてヒトラｰが権

力を握った.ナチが挑発のため仕組んだと言われ

る)のノルウェｰ版であった.11月29日の夕方､地

下運動は,翌日の午前11時にナチ親衛隊§Sが大

学を占拠し,男子学生は全員検挙されドイツに国

外退去されるという情報をつかんだ.学生に情報

が伝えられ,多数が地下に潜行,あるいはスウェｰ

デンに逃亡した.しかし約700名の学生はドイツの

`再教育キャンプ'に送られた.

しばらく経って大学の研究所は再開を許され,ド

イツ占領者とノルウェｰの協力者に対する地下抵

抗運動の拠点となった.ときどき逮捕事件があり,

多数の学生や教授がドイツの強制収容所に送られ

た.その一人にはゴｰルドシュミットの同僚アナトｰ

ル･ハインツ(古生物教授)があった.

1945年2月8日ブリンデルン大学の近くで警察庁

長官のマルティシセンが暗殺された.報復としてノ

ルウェｰ人の人質37人が処刑された.1945年5月

8日,ドイツの降伏によってノルウェｰでの戦争が終

わった.ドイツ民政部代表ナルボｰベシは自殺し

た.タイスリングは5月9日に逮捕され反逆罪で裁判

にかけられ有罪となり､1945年10月24日に処刑さ

れた.

1946年アドルフ･ホエルは,タイスリングをドッブ

とするNS党内での地位および戦争中の行動につ

いて司直による調査の対象となった.ゴｰルドシュ

ミットは次のような手紙を書いて彼の行動を弁護し

た:29〕

“1942年ノルウェｰのユダヤ人迫害のため私

の生命に危険があったときアドルフ･ホエルは

何度も助けてくれた.私をベルクの強制収容所

から釈放してくれたのは彼である.ノルウェｰの

燐酸鉱床の研究を続けるため11月中旬に私が

釈放されたとき彼はおそらく保証人になってく

れた.しかし,国家警察はこの約束を破って11

月下旬に私を再び逮捕し翌日の囚人輸送船'ド

ナウ`で国外追放しようとした.出航直前に私は

釈放されたが,これは恐らくアドルフ･ホエルと

他の人々がマルティシセン`陸軍少将1に抗議し

てくれたからである.

1942年12月18日私はアパｰトメント,研究機

器,および図書を没収されたことについて抗議

するためアドルフ･ホエルに会った.こういうも

のなしには私の科学的研究を続行することはで

きないからである.私はこういう事情の下では

国家に奉仕することは不可能であるから今の地

位にとどまることはできないと通告した.アドル

フ･ホエルは研究機器を返還してもらえるかど

うか約束はできないが適当な責任者に掛け合

ってみることを約束した.

その夜私は非合法にスウェｰデンヘ脱出する

逃亡者の一団に加われることを知った.連合国

側では私が脱出することを強く望んでいること

がわかったので,この機会を捕らえて,その夜

スウェｰデン国境を越えた.ストックホルムに着

いたところで私はノルウェｰ当局に通告し､さら

にできる限り早い便を利用してイギリスヘ渡っ

た.もっとも私が予想外の入院をしたためイギ

リスヘ者いたのは1943年3月3日になってしま

った.

私はノルウェｰにいたときも,1929年から

1935年にかけてドイツにいたときも,ナチズムを

嫌っていることを隠したことはなく,アドルフ･ホ

ェルは当然私の考えを知っていたであろう.そ

れにもかかわらず,彼が私に辛く当たったこと

は一度もなかったことをここで強調しておきた

い.

科学者として私は,アドルフ･ホエルがこの国

に災害をもたらした党に無思慮に加盟したこと

を遺憾に思う.1942年秋,彼はノルウェｰにと

って戦争でできる限り少ない犠牲しか払わずに
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ブライアン･メｰスン著河内

洋佑記

済ませることが彼の責任であると考えていると

自分から語ってくれた.

アドルフ･ホエルの`学長代理'任命について

言えば,有能な科学者で管理運営に理解のあ

る人物を`学長代理'として持ったことは大学に

とって有益だったと私は理解している.官僚か

政治家が`ナチ学長代理'として任命されていれ

ば,リアリティを理解していたアドルフ･ホエル

のような科学者の場合よりもずっと厳しい衝突

が起きたであろう.

私がケッチンゲンで科学協会の委員をしてい

たとき(1930年ごろであるが,正確な日付は覚

差ていない),彼をブリッチョフ･ナンセン亡き後

ノルウェｰ最高の極地研究者として外国人メン

バｰに推薦することに協力できたことをうれし

く思っている."(原文はノルウェｰ語).

���

第8車オスロ1柵35一て942年原注

1)この家には今(1991年)も人が住んでいる.

2)セム･サエランド(1874年一1940年)はノルウェｰの物理

学者.1927年一1936年オスロ大学学長.

3)ヤコブ･グルッペ･コック･シェｰデリッピ(1875年一

1935年)は船の持ち主の息子で1893年にオスロ大学

に入学した.学生時代彼はブリッチョフ･ナンセンの助

手として`フラム号'の北極探検(1893年一1896年)の海

洋学的結果の整理に協力した.1905年彼はブレッガ

ｰ教授の研究助手となり,後には地質博物館の先任

学芸員となった.1917年彼はブレッガｰの後をつい

で鉱物学岩石学の教揮および博物館館長になった.

1911年彼は最初に書いた鉱物学の論文で,新鉱物

thortvei砒e,Sc2Si207を記載したが,これは稀な元素

であるスカンジウムを主成分として含む初めての鉱物

だった.それ以後彼はノルウェｰのペグマタイトに産

する稀な鉱物について多数の論文を発表している.

ゴｰルドシュミットが1929年にケッチンケンヘ移ったと

き,彼は産業原料研究所の所長になった.1935年長

患いの未亡くなった.

4)オスロの地質博物館文書による.

5)オラフ･ホルチダｰル(1885年一1975年).ノルウェｰの

地質学者.1913年オスロ大学から博士号取得.1920

年一1956年地質教授および地質･古生物博物館館長.

1914年一1917年地質担当でスヴァルバｰト探検参加.

1921年ノバヤ･ゼムリヤ探検,1927年一1928年南極探

検参加.`ノルウェｰの地質'(1960年刊)の著者.

6)アルネ･ブッゲはカｰル･ブッゲの兄弟で地質学者.

1921年一1952年ノルウェｰ地質調査所.

7)カｰル･ブンゲ(1881年一1968年)は地質学者.1921

年一1951年ノルウェｰ地質調査所所長.

8)∫αe㎜.Soc.(〃刀doηノ,655-673ぺ一ジ,1937年.

9)Ger1∂ηdsBe伽Geoρ伽,第15巻,38ぺ一ジ,1926

年.

10)T-a吻uxducoηg=res加b〃出κ一Meηdeleev皿Acad.Sci.

U.R.S.S.,387ぺ一ジ,1937年.

11)冊a即s肱k㎝s比1ゼ㎝,第3巻,179ぺ一ジ,1942年.

12)ヘンリｰ･フランシス･ハｰウッドはロンドンのインペリ

アル･カレッジの化学教授.

13)アｰサｰホｰムズ(1890年一1965年)はイギリスの地

質学者で1924年一1943年ダラム大学地質教授,1943

年一1965年エディンバラ大学教授.

14)G…ム㎝お･加脆施{1㎜鰯…屹･d･･E1㎝･鵬吸,

34ぺ一ジ,1938年.

15).このくだりはハｰバｰド大学鉱物博物館のパラシェ関

係文書による.

16)Am.〃茄era五,第30巻126ぺ一ジ,1945年.

17)アズラク･クヴァルハイムは1911年生まれ,化学工学専

攻の技術者として産業原料研究所に1937年10月1日

採用された.実験室の責任者だったが,ゴｰルドシュ

ミットのもっとも信頼する共同研究者となった.1942

年ゴｰルドシュミットが辞めた後,産業原料研究所所

長となり,1946年6月彼が戻るまで勤めた.1947年ゴ

ｰルドシュミットが亡くなったあと再び所長になった.

定量分光分析の専門家として,この分野およびノルウ

ェｰ産鉱物資源について多数の業績を挙げた.1941

年ゴｰルドシュミットと共著で明石中の微量元素につ

いてモノグラフを書いたが戦争のため出版されなかっ

た.

18)付録A参照.(訳注:地質ニュｰスでは省略)

19)これは真実ではない一波の母の骨壷はホｰフイライト

である.

20)オスロの地質博物館の文書による.

21)NorskeW∂eηs畑ρs必｡ade㎜〃0sloノ㎞わ｡k1940,29-41

ぺ一ジ.

22)ディトリク･アルプ･セイフ(1884年一ユ963年)は1916年

一1945年オスロ大学言語学教授.1937年一1945中学長

だったが,1941年9月ドイツ民政部によって免職,ゲシ

ュタポに逮捕されオスロ郊外のグリニ強制収容所に

入れられた.1942年4月ベルリン郊外のザクセンハウ

ゼン強制収容所に移送.スエｰデンとフィンランドの

大学当局の抗議によって1942年12月釈放されたが

1945年4月までドイツで民間抑留に置かれた.

23)アドルフ･ホエル(1879年一1963年)は地質学辛で極地

研究者.1940年オスロ大学極地地理教授.1930年代

タイスリングのNS(ノルウェｰ･ナチ党)の重要なメン

バｰとなった.セイフの免職後ホエルは学長代理に任

命され1943年オスロ大学学長になった.1945年ドイ

ツ降伏後大学から追放され,戦争中の行動について
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起訴された.

24)1990年9月29日f寸けの著者メｰスン宛ての手紙.

25)ハンス･エドワｰド･ジュｰスは1909年12月16日､フラ

ンツ･エドワｰド(1867年一1941年)の息子として生ま

れた.祖父はエドワｰド･ジュｰス(1831年一1914年)で

父も祖父もウィｰン大学教授として高名な地質学者だ

った.彼は1935年ウィｰン大学から化学の博士号を

取得,ハンブルク大学で最初助手,後に教授になっ

た.1949年にアメリカに移住.戦争中彼はオスロにゴ

ｰルドシュミットを2度訪問した.彼はゴｰルドシュミッ

トの元素存在度の研究デｰタ､特に中性子数50から

82までの元素が多量に存在するというデｰタに興味

を持った(これは後に'マジック･ナンバｰと呼ばれる

ようになった).1947年彼は同僚のハンス･イェンセン

と一緒にZurDe伽ngderGoldscム"肋;cム㎝且au一

晦ke1亡舳餉e11ωコgder捌eme加e(ゴｰルドシュミットの

元素存在度分布の説明)という論文を焔`αrWfS-

s㎝sc加冠㎝誌第34巻,131ぺ一ジに発表した.この研

究は原子核の構造と元素の起源についての理論の形

成につながり.マリア･ゲッパｰト･マイヤｰ､ユｰジｰ

ン･ウィグナｰおよびハンス･イェンセンの3人が1963

年,さらに1983年ウイリアム･ファウラｰがノｰベル賞

を受賞するきっかけを作った.ハロルド･ユｰレイと一

緒にジュｰスは1956年ゴｰルドシュミットの元素存在

度の表の改訂版を発表した.1955年以来,カリフォル

ニア大学サンディエゴ分校化学教授(現在は名誉教

授).1974年地球化学会最高の名誉であるゴｰルドシ

ュミット･メダルを受賞.

26)Aρρ1}edGeoche㎜1s軌第3巻,385ぺ一ジ,1988年.

27)f寸録A参照.(訳注:地質ニュｰスでは省略)

28)Aρρ11edGeoc乃e〃fs姑第3巻,387ぺ一ジ,1988年.

29)手紙の日f寸は1946年11月24日;アドルフ･ホエルの著

書肪加rs1働ef㎜dero炊叩鋤㎝(オスロ,1978年)の

63ぺ一ジ.

M五s0NBrian(1992):VictorMoritzGo1dSchmidt:Father

ofModemGeochemistry-6一.[TranslatedbyKwAcHI

Yosuke】.

<受f寸:2000年4月3日>
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